
 

 

 

 

 

４年ぶりに４・９反核燃の日全国集会が開催されました 
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６月 24 日、青い海公園に 500 人が結集！ 
 コロナ禍で 2019年以来４年ぶりの集会には県内外か

ら 500人が参加して開催されました。例年ですと 1985

年に北村知事が核燃サイクル受け入れを表明した４月９

日を『反核燃の日』と位置付け、この前後に全国集会を

開催していますが、本年は統一地方選と重なったことか

らこの日の開催となりました。 

 集会は実行委員会の今村修代表や原水禁国民会議の谷

雅志事務局長などが挨拶や決意表明を行い、青森市内を

デモ行進して市民に反核燃を訴えました。 

翌 25 日には再処理工場前でも集会を開催 
 また、翌日には前日の集会に参加した県外のメンバー

や県内の市民団体、労組団体の計 100名程度が参加し、

六ケ所再処理工場正門前で集会を開催、再処理工場へ向

けて『核燃やめろ！』とのシュプレヒコールを行い、村

内をデモ行進しました。集会には現地の菊川慶子さんや

「六ケ所の新しい風」の遠藤順子さんも参加、連帯の挨

拶を述べました。また、同会が企画した「六ケ所現地見

学ツアー参加者も合流、有意義な集会となりました。 



《社民フォーラム青森 第３回定期総会開催…７月９日/青森県労働福祉会館》 

大型弾薬庫の大湊配備反対運動の強化などを確認しました 

立憲民主党に対する大衆運動構築や組織強化への注文も数多く出されました 
 社民フォーラム青森第３回の定期総会は７月９日、青

森県労働福祉会館に約 30名の代議員、役員が参加して

開催されました。総会は藤田誠代表（青森市議）のあい

さつで始まり、主に統一地方選の取り組みや反核運動や

護憲活動のなど活動報告と向こう 1年間の活動方針を満

場一致で確認しました。活動方針では立憲民主党への提

言や総選挙へ向けた組織強化の課題が提起されました。

とりわけ日本維新の会との対峙の重要性、フォーラム設

立時の最大テーマ「反核・護憲」運動の具体化が示され

ました。その後の役員改選では３役すべての留任が確認

されました。（一部幹事の変更あり） 

 下北から目時代表、栗橋事務局長、奈良幹事が参加、

栗橋事務局長より大湊弾薬庫問題を提起しました。 

 

確立された 2023 年度活動方針 
(1)立憲民主党の立ち位置の明確化 

 立憲民主党の参院選総括では、国会での「批判か提案

か」に自らを縛ることとなり、「何をやりたい政党かわ

からない印象を与えた」としています。しかし、印象と

いう受け手の問題ではなく、何を実現する、どんな政党

なのか、立憲民主党自身がはっきりとできなかった側面

は否定できません。 

 一昨年の総選挙直前に岸田総理と唯一議論を交える機

会となった 10月の臨時国会の代表質問で、立憲民主党の

枝野代表（当時）は「分配なくして成長なし。公的な支

えあいの強化によって将来の不安を小さくし、格差を縮

小して貧困を減らすことで、消費の拡大による経済成長

を実現して、一億総中流社会を復活させます」（「新し

い資本主義」に対して）、「うそとごまかしのない、真

っ当な政治へ。命と暮らしを最優先する政治へ。いざと

いうときに頼りになる政治へ。そして、支え合い、分か

ち合う社会へ。…共に変えようではありませんか」（代

表質問の最後の部分）と述べ、「公的な支え合い」「命

と暮らしを最優先」など、端的に立憲民主党が目指す方

向を示していました。 

 これと比較し、参院選で立憲民主党が提示した「生活

安全保障」は、極めて分かりにくいものでした。とりわ

け、３本柱のうちの一つ、「着実な安全保障」では、対

話による平和外交を打ち出す一方、防衛力の質の向上を

強調しました。立憲民主党の参院選総括では、「『防衛

予算は数字ありきではない』ことを訴え、財源や予算全

体に対するバランスを争点にしたところ、岸田総理が

『ＧＤＰ比２％以上』と発言しなくなるなどの成果を上

げた」としていますが、ＧＤＰ比２％を達成する防衛予

算の財源があるのならば、物価高対策や教育の無償化に

使え、引き下げた年金支給額を引き上げよ、などといっ

た主張をすべきではなかったかと考えます。 

(2)党組織の在り方 

 参院選の選挙政策を含め、意思決定過程が不透明で党

員の意見反映の機会も限定的なため、自信をもって党を

支えるという自覚が持てないという声もあります。 

また、現行の規約では、現職国会議員と予定候補がい

る小選挙区にしか総支部機能がなく（暫定的に設立する

ことは可能）、行政区単位での組織も党員の努力で任意

に作り上げるしかないのが実情です。地方組織の未確立

によって地方選挙での対応に困難さを抱えたり、国会議

員が落選すると総支部機能が消失してしまう問題など

を、どう改善していくかは、大きな課題です。 

 また、平和フォーラムや市民連合との関係も現執行部

の下で希薄になった感は否めません。労働運動も含め、

大衆運動を通じた党組織づくりを進める必要がありま

す。中長期的な課題としては、党員への情報提供を含

め、全国組織として党員の繫がりを維持していくため、

定期的な機関紙または機関誌の発行を求めていきます。 

(3)野党共闘の在り方 

 参院選での１人区の候補者一本化は極めて限定的で、

結果も大変厳しいものとなりました。野党共闘の強化

は、現在の衆参の選挙制度を考えれば、その必要性は決

して低下するものではありませんが、国会の現状を考え

れば、その必要性と反比例して困難さが増しています。 

 安保法制反対時のように、政権と対峙する課題で、運 

あいさつする藤田代表 



動を通じて共闘関係を積み重ねていく以外に道はありま

せんが、そのためには軸となる立憲民主党が自らの立場

を鮮明にし、世論の支持を広げていくことが必要です。

そのために努力し各県・地域でも、この間の共闘関係を

大事にしながら、野党や市民運動が一緒に取り組める運

動を構築していくことが求められています。 

(4)労働運動（連合）との関係 

共産党との関わり合いを一切否定することによって、

結果、野党間の亀裂を増幅させるような連合会長の姿勢

は、決して評価できるものではありません。一方、組織

労働者の圧倒的多くを抱える連合との関係をないがしろ

にすることもできません。 

 立憲民主党の結党時から、党を支える大きな基盤とな

ってきたのは旧総評系の単産です。私たちが立憲民主党

に加わり、これまでと大きく変わったことの一つは、旧

総評系の単産・単組（場合によっては旧同盟系の民間単

産も）、労働組合員と表玄関を通じて一緒に活動できる

ことです。 

 この機会を逃さず、旧総評系を中心とした連合加盟組

合・組合員と一緒に党強化、それだけでなく労働運動・

連合強化を考え、取り組む姿勢が求められています。 

(5)具体的な取り組み 

①解散総選挙に向けた取り組み 

 一昨年の衆議院選挙で県内全ての選挙区で自民党候補

に議席を許す結果となり、昨年の参議院選挙では、衆参

を自民独占にさせないために全力を挙げて取り組んでき

ました。その結果、何とか議席を確保することができま

したが、自民党の支持基盤が低下しているわけではあり

ません。 

 本年の通常国会での解散は見送られましたが、マスコ

ミ等の推測では秋の臨時国会での解散も取りざだされて

います。 

 立憲民主党は、国政での議席拡大に向けて統一地方選

挙に、これまで以上の候補者を擁立して選挙戦を闘いま

した。一定の議席数を確保する結果に終わりましたが、

際だったのは日本維新の会の躍進です。同党は次の総選

挙で名実ともに全国政党として野党第一党を見据えた戦

いの準備を進めています。立憲の泉代表は維新との選挙

協力を否定しており、青森県内でも維新との戦いが議席

確保のキーポイントになる公算が高いと見ておくべきで

しょう。維新の得票が自民から流れるのか、それとも立

憲から流れるのか、その両方に食い込むのか現時点では

詳細な分析をする材料が不足しています。 

 ただ、国政選挙の補欠選挙と統一地方選挙の分析から

明らかになっているのは、維新や参政党など既成政党か

ら新生政党に無党派層の票が移行していることを物語る

選挙結果となっているのは明らかです。 

 立憲民主党は、有権者に何を訴えていくのか、有権者

の心をつかむためにどのような政策を打つ出すべきなの

か。私たちにも問われている課題と受け止め、党内での

論議を深堀することが必要な段階に入っているのではな

いでしょうか。 

②反原発の取り組み 

 「４・９反核燃の日」全国集会は、新型コロナウイル

スが５類に分類されたことから従来どおりの開催になり

ます。この運動は日本の原子力政策の転換を求めるもの

であり、核燃料再処理施設の廃止を求める運動は原発ゼ

ロ政策とともに重要な運動であることから反核実行委員

会に結集して取り組みます。また、大間原発反対の取り

組みも含めて対応していきます。 

③護憲の取り組み 

 憲法改正に前のめりな「維新の会」が地方を含めて議

席拡大を図っています。また、岸田政権はこれまでの政

権と同様に憲法改正に意欲的です。こうした状況を踏ま

え、引き続き平和憲法を守る取り組み（５・３憲法集

会、同意見広告、９条の会集会など）に積極的に参加し

ます。また、むつ市大湊海上自衛隊敷地内に建設を計画

している「大型弾薬庫新設」は、青森県民・地域住民の

暮らしと生命を脅かすことから現地で活動する「大型弾

薬庫新設に反対する会」と連携して取り組みます。 

④各種団体との連携 

 青森県反核実行委員会、原水禁青森県民会議、憲法を

守る青森県民の会にはフォーラム青森から役員を派遣し

て取り組みます。また、青森県９条の会、大間原発反対

地主の会などの団体とも連携して取り組みます。また、

ロシアのウクライナ侵攻に抗議する諸行動については関

係団体と連携して取り組みます。 

 

  第 15 回大間原発反対現地集会 
と き：2023年７月 23日（日）11：30～ 
ところ：大間原発に反対する地主の会共有地 
※ 前日 12時より『大 MAGROCKコンサート』が翌 23日 17時まで 

同会場で開催されます！ 

 ※ また 22日 18時からか「TalkNight/原発に頼らない町を！」が 

  大間町総合開発センターで開催されます！ 

    主催：大間原発反対現地集会実行委員会 



     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 むつ市議会は６月７日より新市長による初

めての定例会が開催されました。 

 一般質問は 16日より３日間にわたり 12人

の議員が登壇しました。 

 杉浦議員は 19日に登壇し、昨年末に発生

した脇野沢漁港の油漂着問題、ニホンザル被

害問題など地元課題を中心に質問しました。 

むつ市議会第 256 回定例会 杉浦議員、脇野沢漁港の油漂着問題、ニホンザル被害問題など取り上げる 

 

むつ市議選９月 24 日告示、10 月１日投開票、杉浦議員の再選へ全力を！ 
むつ市議会議員選挙は上記のスケジュ

ールで実施されます。 

杉浦弘樹議員陣営は再選に向けて本格

的に始動しました。選対本部は現在の立

憲むつ下北支部に置き、山本信悦後援会

長が選対本部長に就任しました。今後は

街頭辻立ち演説や議会だよりを配布しな

がら４年間の実績と自民一辺倒に偏らな

い市政運営を訴えて行きます。 

 今回の選挙戦は先の４月の補欠選挙で

無投票当選した３名も交えた少数激戦が

予想されます。 

 当面は地元西通地区の支持者固めを中

心に、週１回以上の旧市内での街頭辻立

ちなどを計画しています。 

 今後は連合青森の支持が確定し次第、

労組周りなども予定しています。田名部

祭り以降は事務所も常駐体制を敷き、８

月 26日には事務所開きも予定します。 
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東奥日報 

6/17 東奥日報 



いま話題のチャット GPT に「下北を核のゴミ捨て場にしない方法」を聞いてみました 
昨今、何かと話題の「チャット GPT」ですが、当むつ市でも試験的に 

導入することを山本市長が表明しました。コンピュータが人間に代わっ 

て文章を発案したり要約したりするものです。 

極めて便利なツールですが、その功罪はいろいろで個人情報の漏洩や誤 

った情報が含まれるなど課題も多く指摘されています。大学生でも安易に 

リポートや課題に利用するケースが散見され、利用を制限する大学も出て 

るなど社会問題にもなりつつあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《チャット GPT とは》 

利用者が入力したメッセージに対して、

コンピュータが自動的に返信するシステム

です。コンピュータが持つデータから、質

問に対する適切な回答を判断し、メッセー

ジとして送信するものです。 

そこで…私も自分のスマ―トフォンで 

チャット GPT に挑戦してみました 

～チャット GPT への私の質問内容～ 

下北半島を核のゴミ捨て場にしないた

めにはどうしたらよいでしょうか 

～以下のような回答がありました～ 

 下北半島を核のゴミ捨て場にしないためには、

以下のアクションを考慮することが重要です。 

1. 関係者とのコミュニケーション強化：地元の住

民、自治体、関連企業、政府機関など関係者と積

極的に協力し、情報を共有しましょう。地元の意見

や懸念を聞き、それに対応するための対話を進め

ることが大切です。 

2. 環境に配慮した代替策の模索：核ゴミの処理方

法に代わる環境に配慮した手段を模索しましょう。

例えば、再生可能エネルギーの開発への投資

や、リサイクル技術の導入、廃棄物削減のための

取り組みなどが考えられます。 

3. 科学的な研究と評価の推進：核ゴミの処理方法

やその周辺環境への影響について、科学的な研

究と評価を進めましょう。環境影響評価やリスク評

価を行い、安全性や環境への影響を最小限に抑

えるための方策を明確にしましょう。 

4. 地域の持続可能な開発の促進：下北半島の地

域全体を持続可能な開発の方向に向けて進める

ことも重要です。地域資源の活用や観光振興、教

育・研究施設の創設など、地域の経済発展と環境

保護の両立を図る取り組みを行いましょう。 

5. 市民参加と情報公開の強化：市民参加の機会

を増やし、意見を尊重する体制を整えましょう。ま

た、関連情報の公開や透明性確保も重要です。

地元の住民や関係者が情報にアクセスしやすくす

ることで、意思決定プロセスに参加しやすくするこ

とができます。 
 

これらの取り組みを総合的に行い、下北半島を

核のゴミ捨て場としないための持続可能な解決策

を模索していきましょう。 

ビックリです！ 

何事も経験とばかりに試しました。 

すると約３分で左のような回答が帰

ってきました。（ソックリ原文のまま

です）かなり抽象的な部分もあります

が、一応は真っ当な回答だと思いまし

た。これからはいろんな場面で利用さ

れるのだろうと思いました。無料アプ

リだったので回答待ちの間、動画 CMを

流れるのをガマンしましたが…… 



 朝日新聞が風間浦村の除染土壌受入れ問題をクローズアップしました 


